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皆さん、こんにちは。法務行政学科の宋X桓です。さて、いきなりですが、僕は今ダイエ

ットをしています。なぜなら、1ヶ月間の東京生活で日本料理を食べすぎてしまったからで

す。皆さんも日本旅行に行く際は食べすぎないように気をつけてくださいね。今日はそんな

僕の東京での1ヶ月一人暮らしについてお話しようと思っています。 

まず、僕が東京で1ヶ月一人暮らしをしようと思った理由は日本語の実力を伸ばし、日本

の日常をより近くで感じたいと思ったからでした。しかし、決意に至るまでとても悩まされ

ました。1ヶ月という長い期間、金銭面や言語面、そしてどう過ごせばいいのかなど、様々

な悩みがありました。それでもこの機会は僕の思いを叶えられるめったにないチャンスだと

思い、1ヶ月間一人暮らしをすることにしました。そうして僕の東京での生活が始まり、こ

れまでの旅とは全く違うドキドキワクワクの日々を過ごしました。今日はそんな日々の中で

僕が感じたことについて3つお話しようと思います。 

まず1つ目は「トイレと浴室が別々」だということです。皆さんもご存知の通り、韓国はト

イレと浴室が一体になっていることが多いですよね。日本もホテルは一体になっている場合

もありますが、僕が借りたAirbnbは浴室とトイレが分かれており、浴室には乾燥機能がつ

いていたため、洗濯物を乾かすこともできてとても便利でした。ただ、トイレを見て一つ疑

問が生じました。それは「トイレ掃除を水なしでどうやるのか」ということです。皆さんも

気になりますよね？なんと、掃除用のウェットシートでするそうです。 

2つ目に、韓国と同じく、日本でも「飲食店の口コミ」をあまり信用しない方がいいという

ことです。東京は「もんじゃ焼き」が有名らしく、口コミのいいお店を訪ねたところ、味は

いまいちな上、値段はなんと3千円もしました。その後、日本人の友人が紹介してくれたお

店は口コミは悪かったのですが、味はかなり美味しく、値段も700円ととても良心的でし

た。そのため、口コミは参考程度にしておき、ホテルのフロントや地元の人に聞いてみた方

がおいしいお店に出会えるとの学びを得ることができました。 

最後に僕が一番衝撃を受けたことなのですが、「生ゴミの処理方法」についてです。僕は

食費節約のために自炊を試みたのですが、生ごみの処理についての案内がなく、ホストに聞

いたところ、普通のゴミと一緒に捨てていいと言われました。当時は夏だったので、臭い防

止のため生ごみを凍らせてゴミと一緒に出す方法を選びました。韓国では到底考えられない

ことだったのでとても衝撃的でした。 

 いかがだったでしょうか。皆さんも僕の話で驚いたことはありましたか？僕は一ヶ月間の

日本生活で、つらいことも楽しいこともたくさんありましたが、僕自身がより一層成長でき



るとても意味のある経験になりました。今回の経験をもとにこれからも日本の文化について

もっと学んでもっと色んなことに挑戦したいと思いました。これで僕の話は以上です。ご清

聴ありがとうございました. (終わり) 

 


